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８
月
１８
日
、
岩
谷
地
区
に
あ
る
岩

谷
十
八
夜
観
音
で
例
祭
が
行
わ
れ
、

無
病
息
災
な
ど
を
祈
る
恒
例
の
火
渡

り
の
儀
式
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
火
渡
り
の
儀
式
は
、
山や
ま
伏ぶ
し
姿
の
岩

峯
英
秀
住
職
の
法ほ

螺ら

貝が
い
の
音
を
合
図

に
、
四
方
に
矢
を
放
っ
て
魔
を
払
う

儀
式
で
始
ま
り
ま
し
た
。
続
い
て
、

境
内
中
央
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
護
摩

木
に
点
火
。
護
摩
木
が
勢
い
よ
く
燃

え
上
が
る
と
、
見
物
し
て
い
た
参
拝

客
か
ら
は
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
護
摩
木
が
燃
え
尽
き
火
の
勢
い
が

弱
ま
っ
た
ら
、
残
り
火
の
上
に
角
材

を
敷
き
、
塩
を
ま
い
て
場
を
清
め
、

儀
式
の
準
備
を
整
え
ま
す
。

　
山
あ
い
の
境
内
に
読
経
の
声
が
響

く
中
、
町
内
外
か
ら
訪
れ
た
参
拝
客

は
、
無
病
息
災
な
ど
の
願
い
を
込
め

な
が
ら
、
く
す
ぶ
る
火
の
上
を
裸
足

で
歩
き
ま
し
た
。
中
に
は
、
尻
込
み

す
る
お
子
さ
ん
を
抱
き
上
げ
て
火
の

上
を
渡
る
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
の

姿
も
。
豊
田
小
学
校
３
年
生
の
野
口

ラ
ラ
さ
ん
（
柳
沢
）
は
、「
火
渡
り

を
す
る
の
は
初
め
て
。
家
族
が
１
年

間
健
康
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
祈
っ
た
。

熱
さ
は
そ
れ
ほ
ど
感
じ
な
か
っ
た
」

と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
８
月
８
日
、

地
区
の
代
表
者

が
町
長
・
副
町

長
に
地
区
の
抱

え
て
い
る
問
題

に
つ
い
て
直
接

要
望
す
る
「
地

区
要
望
会
」
が

役
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
８
月
９
日
と
２3
日
の
２
日
間
、
山

形
新
幹
線
「
と
れ
い
ゆ　

つ
ば
さ
」

の
車
内
で
、
町
観
光
協
会
が
乗
客
に

す
も
も
ワ
イ
ン
を
振
る
舞
い
、
中
山

町
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
す
も
も
の
ワ
イ
ン
を
試
飲
し
た
乗

客
か
ら
は
「
さ
わ
や
か
な
甘
さ
で
、

鼻
か
ら
抜
け
る
香
り
が
と
て
も
い

い
」「
お
酒
の
苦
手
な
女
性
に
も
す

す
め
た
い
」
と
大
変
好
評
で
し
た
。

併
せ
て
、
町
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
○ま
る

っ
と
な
か
や
ま
」
も
配
布
。
珍

し
い
山
形
弁
で
の
ガ
イ
ド
に
、
乗
客

は
興
味
深
そ
う
に
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ

て
い
ま
し
た
。
振
舞
い
は
９
月
に
も

行
わ
れ
ま
す
。

　
８
月
７
日
、
中
山
町
戦
没
者
追
悼
式
が
中
央
公
民

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
式
に
は
、
大
津
町
長
を
は
じ
め
と
す
る
町
関
係
者

や
遺
族
が
参
列
。
全
員
で
黙も
く
祷と
う
を
捧
げ
た
後
、
大
津

町
長
が
「
先
の
大
戦
で
多
く
の
尊
い
命
を
失
っ
た
こ

と
は
、
国
民
に
と
っ
て
永
遠
に
忘
れ
る
こ
と
の
で
き

な
い
深
い
悲
し
み
で
あ
る
。
戦
争
の
悲
惨
な
体
験
を

風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く

こ
と
、不
戦
の
誓
い
を
守
る
こ
と
は
私
た
ち
の
使
命
。

恒
久
平
和
の
実
現
に
向
け
て
努
力
し
、
豊
か
な
郷
土

を
築
い
て
ま
い
り
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
の
最
後
に
は
、参
列
者
全
員
で
献
花
を
行
い
、戦

　
８
月
２４
日
、
県
総
合
運
動

公
園
（
天
童
市
）
で
県
消
防

協
会
東
南
村
山
支
部
消
防
操

法
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
山
形
市
・
上

山
市
・
天
童
市
・
山
辺
町
・

中
山
町
の
消
防
団
の
代
表
が

出
場
。
中
山
町
か
ら
出
場
し

　
１１
月
８
日
に
開
催
さ
れ
る「
全
国
消
防
操
法
大
会
」

の
ポ
ン
プ
車
の
部
に
出
場
す
る
町
消
防
団
員
に
よ
る

試
技
が
、
東
南
村
山
支
部
消
防
操
法
大
会
の
競
技
に

先
だ
ち
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
見
事
な
操
法
に
、

集
ま
っ
た
観
客
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
出
場
団
員
は
昨
年
１１
月
か
ら
毎
週
訓
練
に
励
ん
で

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　岩谷十八夜観音は、昔から目の病気を
治す神様として広く信仰を集め、「オナ
カマ」と呼ばれる巫女（青森県でいうイ
タコと同じ）の本山とされ、多くの人が
祈祷に訪れたとされています。
　祈祷に使われた道具や札、絵馬などは
国の重要有形民俗文化財に指定され、町
立歴史民俗記念館に保存されています。

　山形新幹線「とれいゆ�つばさ」は、「山形デスティネーションキャンペーン」に合わせ、車内で『温
泉街のように散策しながら列車の旅を楽しむ』というテーマで、ＪＲ東日本が導入したリゾート列
車です。国内初の足湯や湯上がりラウンジの車両を備え、車窓の景色と併せて、くつろぎながら列
車の旅を楽しむことができます。

　
今
年
は
達
磨
寺
、
土
橋
、
小
塩
、
金

沢
の
４
地
区
が
町
へ
要
望
書
を
提
出
。

　
要
望
は
、主
に
道
路
の
整
備
な
ど
で
、

参
加
し
た
地
区
の
代
表
者
か
ら
要
望
事

項
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
あ
と
、
そ

の
内
容
に
つ
い
て
町
か
ら
回
答
し
ま
し

た
。

　
要
望
事
項

は
、
来
年
度
の

予
算
で
対
応
可

能
か
ど
う
か
、

今
後
さ
ら
に
検

討
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

争
で
尊
い
命
を
落
と
さ

れ
た
方
々
の
安
ら
か
な

ご
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　
先
の
大
戦
で
、
中
山

町
で
は
４
６
４
名
の
尊

い
命
が
犠
牲
に
な
り
ま

し
た
。
終
戦
か
ら
６9
年

の
歳
月
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
二
度
と
悲
惨
な

歴
史
を
繰
り
返
す
こ
と

の
な
い
よ
う
、
参
列
者

は
恒
久
平
和
へ
の
思
い

を
新
た
に
し
て
い
ま
し

た
。

た
各
部
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
小
型
ポ
ン
プ
車
の
部

　
第
３
位　
第
２
分
団
第
１
部（
達
磨
寺
・
向
新
田
）

▼
ポ
ン
プ
車
の
部

　
第
２
位　
第
２
分
団
第
２
部

�

（
新
田
町
・
上
町
・
元
町
・
新
町
）
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